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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

電位制御可能な光触媒集積化 マイ クロチャネル

チップ(PC-TiO2-MC)を 以下の手順で作製 した。

上板 には分岐型流路(幅300μm、 深 さ5μm)を、

下板 にはPt電 極基板上にTiO2薄 膜(膜厚:100nm)

をゾル ・ゲル法 に よ り成膜 し、両基板 を熱融着

(650℃, 4hr)し た(Fig. 1)。また、合成反応 に用

いるため、光析 出法に よりPtを 担持 した。

反応例 として、L-ピペ コ リン酸(L-PCA)の 合成反

応2を 採 り上げた(Fig. 2)。ポテ ンシオスタッ トに

よる電位制御下(-0.8～+0.2VvsPt)、Ar飽 和 した

L-リ ジン水溶液(5mM)を 送液 しなが ら光照射(300

～400nm)し た。生成物はHPLCに よ り分析 した。

比較のため、微粒子分散系(P-25)を 用いたバル ク実

験 を行 った。PCA選 択率(＝PCAの 生成量/L-リ

ジンの消費量)と 光学純度(ee)を 評価 の指標 とし

た。

結果をFig. 3に 示す。選択率、eeと もに印加電

圧に依存 し、バル ク実験で得 られた結果 と比較 し

て高選択率、高eeと なった。本反応 では図2に 示

す ように、中間体であるCSBの 還元効率により選

択率が、また2つ のアミノ基の どちらが酸化 され

るか(経路1or経 路2)に よ りeeが 決定 される。負

電位印加 により、CSBの 還元が効率的に進行す る

ため選択率が上昇 した と考 えられ る。 また、正電

位印加 により、TiO2の 酸化力が強 くなるために、

e位 のア ミノ基酸化(経 路1)の 割合が上昇 し、eeが

向 上 し た と考 え て い る。eeの 電 位 制 御 が

PC-TiO2-MCを 用いることによ り初めて可能 となった。なお 目的生成物であるL-PCAの 収

率は、選択率、eeの バランスに より決定 され-0.8VvsPtの 時最大(バルク反応 の1.8倍)と

なった。TiO2薄 膜 をPC-TiO2-MCと して利用することで、転化速度が速 く、高選択的な

光触媒合成反応 を実現で きた。
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